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1.  平成23年5月期の連結業績（平成22年6月1日～平成23年5月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

 

(3) 連結キャッシュ・フローの状況 

  

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年5月期 47,165 1.4 3,233 93.0 3,410 85.8 1,320 31.9
22年5月期 46,518 2.6 1,675 41.2 1,835 171.6 1,001 ―

（注）包括利益 23年5月期 138百万円 （△90.9％） 22年5月期 1,532百万円 （―％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり

当期純利益
自己資本当期純利益

率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

23年5月期 28.90 ― 1.8 4.0 6.9
22年5月期 21.80 ― 1.4 2.1 3.6

（参考） 持分法投資損益 23年5月期  ―百万円 22年5月期  ―百万円

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年5月期 83,332 71,321 85.5 1,582.42
22年5月期 85,740 73,236 85.3 1,592.64

（参考） 自己資本   23年5月期  71,223百万円 22年5月期  73,144百万円

営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

23年5月期 3,567 △476 △2,655 7,300
22年5月期 3,199 △103 △1,445 7,093

2.  配当の状況 

 

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

22年5月期 ― 10.00 ― 10.00 20.00 918 91.8 1.3
23年5月期 ― 10.00 ― 10.00 20.00 909 69.2 1.3

24年5月期(予想) ― 10.00 ― 10.00 20.00 43.5

3.  平成24年5月期の連結業績予想（平成23年6月1日～平成24年5月31日） 
（％表示は、通期は対前期、第2四半期(累計)は対前年同四半期増減率）

 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 21,500 △0.7 900 △40.3 1,000 △34.0 500 △36.4 10.95
通期 47,400 0.5 2,800 △13.4 3,100 △9.1 2,100 59.1 45.97



4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無  

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）詳細は、20ページ「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更」をご覧ください。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

（注）１株当たり当期純利益（連結）の算定の基礎となる株式数については、29ページ「１株当たり情報」をご覧ください。 

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う変更  ： 有

② ①以外の変更  ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年5月期 48,410,750 株 22年5月期 48,410,750 株

② 期末自己株式数 23年5月期 3,401,255 株 22年5月期 2,484,204 株

③ 期中平均株式数 23年5月期 45,679,458 株 22年5月期 45,927,297 株

（参考）個別業績の概要 

1.  平成23年5月期の個別業績（平成22年6月1日～平成23年5月31日） 

 

(2) 個別財政状態 

  

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年5月期 33,129 1.5 1,498 73.7 1,970 87.7 215 △61.4

22年5月期 32,636 0.7 862 112.1 1,049 284.8 558 ―

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり当期純

利益
円 銭 円 銭

23年5月期 4.72 ―

22年5月期 12.16 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年5月期 73,983 66,920 90.5 1,486.80
22年5月期 76,608 68,836 89.9 1,498.84

（参考） 自己資本 23年5月期  66,920百万円 22年5月期  68,836百万円

2.  平成24年5月期の個別業績予想（平成23年6月1日～平成24年5月31日） 
（％表示は、通期は対前期、第2四半期(累計)は対前年同四半期増減率）

※ 監査手続の実施状況に関する表示 
この決算短信は、金融商品取引法に基づく監査手続の対象外であり、この決算短信の開示時点において、連結財務諸表に対する監査手続が実施中です。 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後様々な要因によって予測数値と異なる結果と
なる可能性があります。業績予想に関連する事項については、2ページの「1．経営成績(1)経営成績に関する分析」をご参照ください。 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 14,800 △2.4 100 △79.9 650 △22.8 400 173.4 8.76
通期 32,500 △1.9 750 △49.9 1,500 △23.9 1,050 386.6 22.99
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(1）経営成績に関する分析 

 １．当期の経営成績 

  

 当連結会計年度（平成２２年６月１日～平成２３年５月３１日）における世界経済は、中国等の新興国を中心とし

た経済成長が継続し、また米国では金融・財政政策により緩やかな景気回復基調にあります。欧州では、中東・北ア

フリカ情勢の緊迫化や信用不安等が懸念されております。  

 わが国経済は、景気回復の兆しが見られたものの、本年３月１１日に発生した東日本大震災により、大幅に落ち込

みました。４月以降、景気は持ち直しの動きはありますが、依然として原発事故の対応が長期化する等、先行きに不

透明感が残る状況にあります。  

 このような状況のなか、当種苗業界は、国内需要は横ばいの状態ですが、海外においては、新興国を中心に野菜種

子、花種子への需要は拡大を続けています。個人消費低迷や東日本大震災の影響で、国内小売事業が伸び悩む中、当

社グループは、海外、国内卸売事業において、野菜では、ブロッコリー、ニンジン、キャベツ、ネギ、スイカ、タマ

ネギ等の戦略商品が順調に売上を伸ばしました。一方、花については、北米で主力商品の苦戦もあって減収となり、

国内でも低調に推移したものの、アジア向けのトルコギキョウの輸出や欧州でガーベラ、プリムラの売上が伸び、復

調の兆しも見られております。 

 アジア、欧州、北米での野菜種子売上及び国内卸売事業の売上が拡大した結果、円高による売上高の目減り、欧州

における苗事業からの撤退、小売事業の売上減少の影響を最小限にとどめ、当連結会計年度の業績は、売上高は４７

１億６５百万円（前期比６億４７百万円、１．４％増）となりました。また採算性のよい海外での野菜種子売上の増

加と販売費及び一般管理費の減少により、営業利益は３２億３３百万円（前期比１５億５８百万円、９３．０％

増）、経常利益も３４億１０百万円（前期比１５億７５百万円、８５．８％増）とそれぞれ増益になりました。しか

しながら、投資有価証券評価損７億６７百万円、減損損失５億５０百万円等を計上したことから、当期純利益は、１

３億２０百万円（前期比３億１８百万円、３１．９％増）にとどまりました。 なお、東日本大震災による特別損失

は９７百万円を計上いたしました。 

 当期の海外連結子会社等の財務諸表項目（収益及び費用）の主な為替の換算レートは次のとおりです。なお、連結

対象期間は、第１四半期が平成２２年４－６月、第２四半期が７－９月、第３四半期が１０－１２月、第４四半期が

平成２３年１－３月です。 

 注：（ ）内は前年同期の換算レート 

  

 セグメント別の業績の概要は次のとおりです。  

①国内卸売事業  

 国内卸売事業は、花種子、球根が落ち込んだものの、野菜種子、資材が伸び、また苗木は堅調に推移しました。野

菜種子分野は、ネギ、トマト、キャベツ等が好調でしたが、花種子分野は、パンジー、ガーベラ等が苦戦しました。

資材では、ネット類の被覆資材やポリエチレン、ビニール製品が伸びました。  

 これらの結果、売上高は、前期比２億５０百万円（同１．６％）増の１５８億６０百万円となり、営業利益は同比

１億５３百万円（同２．４％）減の６１億３７百万円と増収減益になりました。  

②海外卸売事業  

 海外卸売事業は、地域別では、アジア向けの野菜種子が大きく伸びて商圏の拡大がみられ、北米でも花種子の減収

を野菜種子でカバーし、増収となりました。欧州は苗木事業の撤退による売上減少にも関わらず、野菜種子、花種子

の売上増加で、増収となりました。南米は前期比ほぼ横ばいで推移しました。全地域において、円ベースでは円高に

１．経営成績

  
売上高 

（百万円） 

営業利益 

（百万円） 

経常利益 

（百万円） 

当期純利益  

（百万円）  

１株当たり  

当期純利益  

（円） 

平成２３年５月期  47,165  3,233  3,410  1,320  28.90

平成２２年５月期  46,518  1,675  1,835  1,001  21.80

前期比  647  1,558  1,575  318  7.10

増減率（％） ％ 1.4 ％ 93.0 ％ 85.8 ％ 31.9  －

  第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期 

米ドル  88.51円（96.02円） 83.82円（90.21円） 81.44円（92.07円） 83.15円（93.04円）

ユーロ 107.79円（135.51円） 114.21円（131.68円） 107.83円（131.92円） 117.53円（124.90円）
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よって目減りしておりますが、海外現地通貨ベースでは前期比増収となりました。  

 品目別では、野菜種子分野は、主力のブロッコリー、ニンジンが世界各地で好調でした。花種子分野は、欧州を除

き、主力商品の苦戦が続いております。 

 これらの結果、売上高は、前期比１３億６１百万円（同７．８％）増の１８７億７３百万円となり、苗事業撤退に

よる営業費用の減少等により営業利益は同比１８億１４百万円（同７８．８％）増の４１億１７百万円と増収増益に

なりました。  

③小売事業 

 小売事業は、昨年夏の猛暑と、今春の園芸シーズン初旬に発生した東日本大震災による消費低迷が大きく影響しま

した。  

 ホームガーデン分野は、特に東日本エリアでの花の消費と園芸資材需要が落ち込みました。一方で、野菜種子、野

菜苗及び緑のカーテン関連商品は大きく伸びたものの、花のマイナスを補うことが出来ず前期比減収となりました。

 通信販売分野は、野菜種子、野菜苗はほぼ横ばいで推移しましたが、花関係全般と園芸資材関係が低調で前期比減

収となりました。  

 ガーデンセンターは、季節の催事とパンジーカード会員へのサービス強化を図ってまいりましたが、不安定な天候

と震災以降の消費低迷により苦戦を強いられました。  

 これらの結果、売上高は前期比７億６９百万円（同６．０％）減の１２０億４４百万円となり、営業損益は、同比

１億２４百万円悪化し、引き続き３億４百万円の損失（前期は営業損失１億７９百万円）を計上しました。 

④その他事業  

 造園分野は、引き続き民間工事の縮小や公共工事の低迷がみられるなか、屋上緑化植栽管理等の民間工事、競技場

や校庭等の芝生造成管理工事、官庁工事等に注力しました。しかしながら受注競争の激化や震災等による完工期遅れ

の影響を受けた結果、減収減益となりました。  

 これらの結果、売上高は前期比１億９４百万円（同２８．５％）減の４億８７百万円となり、営業損益は同比５１

百万円悪化し、６百万円の損失（前期は営業利益４５百万円）を計上しました。  

  

２．次期の見通し 

  

世界経済は緩やかに回復する見通しですが、本年の東日本大震災の国内経済への影響は大きく、次期の見通しは

極めて不透明であります。 

このような状況のなか、国内卸売事業においては、花種子には復調の兆しが見られるものの依然厳しい状況が続

き、一方、野菜種子、苗木、資材については堅調を維持し、売上全体では前期比微増を予定しております。 

国内小売事業につきましては、売上は前期比増収を見込んでおります。まずホームセンター向け事業では、震災

による売上減少を、重点品目の拡充で補完し、前期比同水準の売上を予想しております。更に不採算商品の絞り込み

や、営業費用のカットで、利益率の向上を図ります。 

通信販売分野では、インターネット通販の強化と、処理速度の向上により、売上増加を見込んでおります。 

 海外卸売事業につきましては、野菜種子売上を牽引役に、引き続き増収基調を見込んでおります。花き事業は引き

続き厳しい環境にありますが、新商材によるマーケットシェア拡大に取り組んでまいります。  

  以上により、次期の見通しにつきましては、連結売上高は前期比０．５％増の４７４億円と増収を見込みます。一

方、利益につきましては、前年に前倒しで実施しましたアジア向け野菜種子の大口輸出の反動減があり、連結営業利

益は同比１３．４％減の２８億円、同経常利益は同比９．１％減の３１億円とそれぞれ減益となる見込みです。しか

し、連結当期純利益は同比５９.１％増の２１億円を見込んでおります。 

 通期為替レートは、８０円/ＵＳ＄、１１０円/ユーロで設定しております。  

  売上高 

（百万円）  

営業利益 

（百万円）  

経常利益 

（百万円）  

当期純利益 

（百万円）  

平成２４年５月期予想 47,400 2,800 3,100 2,100 

平成２３年５月期実績 47,165 3,233 3,410 1,320 

前期比 234 △433 △310 779 

増減率（％） 0.5% △13.4％ △9.1％ 59.1％
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(2）財政状態に関する分析 

① 資産、負債及び純資産の状況 

  

a．資産の部  

当連結会計年度末における総資産は、前連結会計年度末に比べ２４億８百万円減少し８３３億３２百万円となり

ました。これは主に現金及び預金が８億２百万円増加、たな卸資産が５億６１百万円増加し、投資有価証券が２０億

６３百万円減少、有形固定資産が７億４７百万円減少及び無形固定資産が７億３５百万円減少したこと等によるもの

です。  

b．負債の部  

負債合計は、前連結会計年度末に比べ４億９３百万円減少し１２０億１０百万円となりました。これは主に支払

手形及び買掛金が５億２百万円増加、短期借入金が６億２４百万円減少、その他流動負債が４億６４百万円減少した

こと等によるものです。  

c．純資産の部  

純資産合計は、前連結会計年度末に比べ１９億１４百万円減少し７１３億２１百万円となりました。これは主に

利益剰余金が４億１百万円増加、自己株式取得による純資産の減少が１１億３３百万円、為替換算調整勘定が１１億

９百万円減少したこと等によるものです。  

 以上の結果、自己資本比率は前連結会計年度末の８５．３％から８５．５％となりました。  

  

② キャッシュ・フローの状況 

（単位：百万円）

  

 当連結会計年度末における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は、前連結会計年度末比２億７百万円増加

し、７３億円となりました。各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。  

（営業活動によるキャッシュ・フロー）  

 営業活動によって得られた資金は３５億６７百万円（前期比３億６８百万円増）となりました。これは主に、税引

前当期純利益２０億２６百万円、減価償却費１８億８９百万円、たな卸資産の増加による資金の減少１２億２２百万

円、仕入債務の増加による資金の増加７億４５百万円、未払金の減少による資金の減少５億６百万円等です。  

（投資活動によるキャッシュ・フロー）  

 投資活動によって支出した資金は４億７６百万円（前期比３億７２百万円増）となりました。これは主に、定期預

金の純増による支出６億４４百万円、有形固定資産の取得による支出１５億２０百万円、有形固定資産の売却による

収入２億３３百万円、有価証券の償還による収入３億３０百万円、投資有価証券の売却による収入１２億１５百万円

等です。  

  前連結会計年度 当連結会計年度 増減 

 総資産（百万円） 85,740  83,332  △2,408

 純資産（百万円） 73,236  71,321  △1,914

 自己資本比率（％） 85.3％ ％ 85.5 ％ 0.2

 １株当たり純資産（円） 1,592.64  1,582.42  △10.22

 借入金の残高（百万円） 2,625  1,888  △737

  前連結会計年度 当連結会計年度 差額 

 営業活動によるキャッシュ・フロー 3,199  3,567  368

 投資活動によるキャッシュ・フロー △103  △476  △372

 財務活動によるキャッシュ・フロー △1,445  △2,655  △1,210

 現金及び現金同等物に係る換算差額 139  △228  △367

 現金及び現金同等物の増減額 1,789  207  △1,582

 現金及び現金同等物の期末残高 7,093  7,300  207
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（財務活動によるキャッシュ・フロー）  

 財務活動によって支出した資金は２６億５５百万円（前期比１２億１０百万円増）となりました。これは主に、短

期借入金の純減額５億１６百万円、自己株式の取得による支出１１億３３百万円、配当金の支払額９億２０百万円等

です。  

(参考) キャッシュ・フロー関連指標の推移  

自己資本比率:自己資本/総資産 

時価ベースの自己資本比率:株式時価総額/総資産 

キャッシュ・フロー対有利子負債比率:有利子負債/キャッシュ・フロー 

インタレスト・カバレッジ・レシオ:キャッシュ・フロー/利払い 

(注１) いずれも連結ベースの財務数値により計算しております。 

(注２）株式時価総額は自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しております。 

(注３）キャッシュ・フローは、営業キャッシュ・フローを利用しております。 

(注４）有利子負債は連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を対象としてお

ります。 

  

(3）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当 

  当社は、株主の皆様への利益還元を経営の重要課題と考え、中長期の経営視点から、各期の連結業績を勘案し、経

営体質及び経営基盤の強化のために必要な内部留保を確保しつつ、かつ安定的、継続的な利益配分を行うことを基本

方針としております。 

 また、毎事業年度における配当の回数については、中間配当と期末配当の年２回の剰余金の配当を行うことを基本

方針としております。 

これらの剰余金の配当の決定機関は、期末配当については株主総会、中間配当については取締役会であります。 

当事業年度の配当につきましては、上記方針に基づき当期は１株当たり２０円の配当（うち中間配当１０円）を

実施することを予定しております。また次期（平成２４年５月期）の株主配当につきましても、当期と同様に、安定

的な配当で株主還元を行うことを重視し、当期と同額の１株当たり年間２０円（うち中間配当金１０円）とすること

を予定しております。 

内部留保資金につきましては、今後予想される経営環境の変化に対応すべく、今まで以上にコスト競争力を高

め、市場ニーズに応える研究・生産体制を強化し、さらには、グローバル戦略の展開を図るために有効投資してまい

りたいと考えております。 

当社は、会社法第４５４条第５項の規定に基づき、「取締役会の決議によって、毎年１１月３０日を基準日とし

て中間配当をすることができる。」旨を定款に定めております。 

 今後も株主資本の効率的な運用に努め、引き続き株主の皆さまのご期待に応えてまいる所存であります。 

  

  平成19年５月期 平成20年５月期 平成21年５月期 平成22年５月期 平成23年５月期

自己資本比率（％）  85.7  84.8  84.5  85.3  85.5

時価ベースの自己資本比率

（％） 
 74.3  79.4  70.7  65.7  61.2

キャッシュ・フロー対有利子

負債比率（％） 
 380.0  84.4  483.1  82.1  52.9

インタレスト・カバレッジ・

レシオ（倍） 
 5.0  21.6  7.3  43.2  41.1
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(4）事業等のリスク 

 当社グループの経営成績、財政状態及び株価等に影響を及ぼす可能性のある事項には以下のようなものがありま

す。なお記載内容のうち将来に関する事項は、当連結会計年度末現在において当社グループが判断したものです。ま

た、東日本大震災によって新たに認識されたリスクへの備えを徹底し、今後の対応等に活かしてまいります。 

  

①天候リスク 

 当社グループの主要な事業である「野菜種子」「花種子」「球根」「苗木」の販売には、「世界各地の天候変化」

が大きく影響を与えます。その結果、各地における天候不良は、これらの事業における売上の低迷をもたらし、業績

に悪影響を与える可能性があります。 

 また、商品の生産については世界１９ヵ国に生産を分散し、かつ同一地域でも複数以上のグループ外生産者にその

生産を委託してリスク分散を図っております。しかしながら、播種期から採種期までの間に起こる局地的、突発的な

天候変化によって十分な品質や生産量が確保できない場合、業績に悪影響を与える可能性があります。 

  

②事業展開地域の地政学的、社会的な制度等の影響 

 当社グループは、生産・研究開発・販売拠点として、日本を含めて全世界で２１ヵ国に事業展開を行っておりま

す。うち、農場及び研究施設として、国内５ヵ所、海外で７ヵ国９ヵ所に拠点を持っております。これらの事業展開

地域の一部においては、次のようなリスクが内在しております。 

 a.予期しない法律または規制の制定または改廃 

 b.政治・経済の混乱 

 c.テロ・紛争の発生等による社会的混乱 

 d.地震等の天変地異の発生 

 e.コンピューターウイルスや諸情報の漏洩等、情報化に伴う問題の発生 

これらの事象が発生した場合は、当社グループの業績に悪影響を与える可能性があります。 

  

③育種開発リスク及びブリーダーの人的資源に関するリスク 

 育種開発リスクとしては、育種目標を設定してから１０年以上を必要とする育種開発の性格上、投資コスト負担リ

スク、開発実現性リスク、商品ニーズが変化してしまうリスク、他社との開発競争リスク等があります。 

 さらに、育種開発は遺伝資源の有無とともに、育種研究者であるブリーダー個々人の能力に大きく依存します。従

ってブリーダーが育種途上で社外流出すると、担当する品種の育成に障害が出て良質な商品の完成が難しくなるリス

クを有しており、業績に悪影響を与える可能性があります。 

  

④安全性に関するリスク 

 当社グループでは 創業者坂田武雄の唱えた社是「品質・誠実・奉仕」に則り、品質と安全性に対する信頼を最重

要課題のひとつと位置づけ、商品クレームへの適切な対応、事故の未然防止等にも積極的に取り組んでおります。 

 しかしながら、「生き物」である商品の性質上、品質の水準や均一性等に不測の事態が生じるケースや、種子に由

来しない環境や生産技術面からのリスクが発生し、業績に悪影響を与える可能性があります。 

  

⑤為替変動に関するリスク 

 当社グループは海外各地において商品を生産・販売しております。各地域において現地通貨にて作成された財務諸

表は、連結財務諸表作成のために円換算されております。このため、為替相場の変動は、現地通貨における価値に変

動がなかったとしても、業績に悪影響を与える可能性があります。 

 また、当社グループが原材料及び商品の一部を調達あるいは輸出している海外との取引は、為替変動の影響を受け

る可能性があります。こうした影響を最小限に止めるべく、当社グループでは、通貨別金額の変化に常時注意を払っ

ております。しかしながら、予測を超えて急激に為替レートが変動した場合には当社グループの業績に悪影響を与え

る可能性があります。 

  

⑥保有資産の価値変動 

 当社グループは、様々な資産を保有しておりますが、土地や有価証券等の資産価値が下落した場合には当社グルー

プの業績に悪影響を与える可能性があります。 

  

⑦自然災害、事故等によるリスク 

自然災害やその他の予期せぬ事態が発生した場合、当社グループの業績や事業活動に大きな影響を与えるおそれ

があります。 
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(1）会社の経営の基本方針 

 当社は、良質な商品とサービスの提供によって、世界の人々の生活と文化の向上に貢献し、世界一の種苗会社を目

指すことを経営理念として、創業者坂田武雄の提唱した「品質・誠実・奉仕」を社是に掲げながら生命（いのち）へ

の貢献を果たしてまいります。 

 当社は、生産者にも消費者にも喜んでいただける「野菜と花の種苗」の開発・生産・販売を軸とした事業を展開

し、採算性と財務の健全性を重視する堅実な経営と株主利益の追求によって企業価値の増大に努めます。また、市場

のニーズを汲み取った新品種をいち早く開発するとともに、高品質種子の安定生産と供給を実現することによって社

会貢献を果たし、世界の種苗界をリードする種苗会社として躍進することを目指します。 

  

(2）中長期的な会社の経営戦略  

厳しい事業環境のなかでも持続的な成長を実現するためには、これまで以上に収益力を備えた経営を確立する必

要があると認識しております。このような認識のもと、以下に掲げる重点戦略を推進してまいります。 

  

① 戦略商品を核とした収益性（特に国内収益力）の改善を目指す 

② 国内卸売営業と国内小売営業の協業をすすめ、小売部門の収益力を強化する 

③ インド・中国の二大市場の積極的な深耕を図る 

④ 種子生産戦略の一元管理と高品質種子の供給を徹底する 

⑤ 研究開発をグローバルに展開し、競争力のある商品を効率的に作出する 

  

(3）会社の対処すべき課題  

①東日本大震災からの復興等 

当社グループの直接的な被害は、比較的小規模ではありましたが、グループ一丸となって、復旧に取り組み、ほ

ぼ、従前の機能を回復しております。被災された地域の農業・園芸業等の復旧・復興につきましては、当社グループ

の本業である種苗・資材等の円滑な供給によって、被災された方々へのお役に立つよう、今後とも努力していく所存

です。  

また、当社は被災された地域へのヒマワリの種子の提供、草花種子絵袋の売上の一部を震災復興の義援金として

寄付するキャンペーンの実施、ＮＰＯ等の各種活動に対する支援等を社是である奉仕の精神を持って行ってまいりま

す。  

  

②創立１００周年へ向けたさらなる成長の実現 

食の安全や健康志向を背景とした野菜需要の高まり、花を通じた心のゆとりへの希求、また地球環境問題への取

り組み等、当社事業にとって追い風ともいうべきテーマに社会的な関心が寄せられています。 

しかしながら、国内農業の現状を見ますと、生産農家の経営悪化や就農人口の高齢化・減少等、厳しい状況が続

いております。外食産業等による農業への新規参入や植物工場等、新しい取り組みも認められますが、当社製品の主

要マーケットである国内市場規模については今後大きな伸びは期待できず、生産者、消費者のニーズが多様化、高度

化するなかで、競争は今後ますます厳しくなるものと想定しております。 

世界の種苗業界では、大手製薬会社や化学メーカー等による寡占化、系列化が加速されており、今後の研究開発

競争に備えた巨大資本化の動きが見られます。 

こうした厳しい経営環境下においても、種苗会社にとっての生命線が優れた遺伝資源の確保と、競争力のある商

品を開発する育種力である点は、これからも変わることはありません。当社としましても平成２５年（２０１３年）

の創立１００周年に向け、１００年に及ぶ永年の経験を活かし、育種力をさらに強化して高品質種子を市場に供給し

てまいります。このため、国内はもとより、海外、特にアジア地域における業務拡大を進め、収益力向上とグループ

経営の効率化を高めることにより財務体質のさらなる強化を図ってまいります。 

  

２．経営方針
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３．連結財務諸表 
（１）連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成22年５月31日) 

当連結会計年度 
(平成23年５月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 12,430 13,232

受取手形及び売掛金 12,750 12,675

有価証券 330 30

商品及び製品 14,890 15,220

仕掛品 952 1,203

原材料及び貯蔵品 1,871 1,818

未成工事支出金 16 49

繰延税金資産 862 1,092

その他 2,140 2,390

貸倒引当金 △228 △296

流動資産合計 46,017 47,416

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 26,110 26,077

減価償却累計額 △15,687 △15,964

建物及び構築物（純額） 10,422 10,112

機械装置及び運搬具 8,319 8,583

減価償却累計額 △6,939 △6,988

機械装置及び運搬具（純額） 1,380 1,594

土地 14,039 13,874

建設仮勘定 785 366

その他 2,392 2,396

減価償却累計額 △1,882 △1,954

その他（純額） 509 442

有形固定資産合計 27,138 26,390

無形固定資産 1,460 725

投資その他の資産   

投資有価証券 9,828 7,764

長期貸付金 270 238

繰延税金資産 568 423

その他 792 587

貸倒引当金 △335 △215

投資その他の資産合計 11,124 8,799

固定資産合計 39,723 35,915

資産合計 85,740 83,332
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成22年５月31日) 

当連結会計年度 
(平成23年５月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 2,433 2,936

短期借入金 1,613 989

未払法人税等 357 564

繰延税金負債 35 50

役員賞与引当金 8 10

その他 4,083 3,619

流動負債合計 8,533 8,170

固定負債   

長期借入金 1,011 898

繰延税金負債 173 200

退職給付引当金 1,470 1,441

役員退職慰労引当金 289 323

負ののれん 5 4

その他 1,020 971

固定負債合計 3,971 3,840

負債合計 12,504 12,010

純資産の部   

株主資本   

資本金 13,500 13,500

資本剰余金 10,823 10,823

利益剰余金 55,235 55,637

自己株式 △3,333 △4,466

株主資本合計 76,225 75,494

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 151 71

為替換算調整勘定 △3,232 △4,341

その他の包括利益累計額合計 △3,081 △4,270

少数株主持分 91 97

純資産合計 73,236 71,321

負債純資産合計 85,740 83,332
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書 
（連結損益計算書） 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成21年６月１日 
 至 平成22年５月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成22年６月１日 
 至 平成23年５月31日) 

売上高 46,518 47,165

売上原価 24,266 23,402

売上総利益 22,251 23,763

販売費及び一般管理費 20,576 20,529

営業利益 1,675 3,233

営業外収益   

受取利息 151 120

受取配当金 208 221

受取賃貸料 205 186

負ののれん償却額 6 1

その他 177 93

営業外収益合計 750 622

営業外費用   

支払利息 76 72

売上割引 26 10

為替差損 385 312

その他 101 50

営業外費用合計 590 445

経常利益 1,835 3,410

特別利益   

固定資産売却益 20 11

投資有価証券売却益 417 181

投資有価証券償還益 － 82

その他 14 25

特別利益合計 452 300

特別損失   

減損損失 94 550

投資有価証券評価損 333 767

和解金 70 －

その他 59 366

特別損失合計 558 1,685

税金等調整前当期純利益 1,729 2,026

法人税、住民税及び事業税 423 837

法人税等調整額 293 △139

法人税等合計 717 697

少数株主損益調整前当期純利益 － 1,328

少数株主利益 10 8

当期純利益 1,001 1,320

株式会社サカタのタネ（1377）　平成23年5月期決算短信

－10－



（連結包括利益計算書） 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成21年６月１日 
 至 平成22年５月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成22年６月１日 
 至 平成23年５月31日) 

少数株主損益調整前当期純利益 － 1,328

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 － △79

為替換算調整勘定 － △1,109

その他の包括利益合計 － ※2  △1,189

包括利益 － ※1  138

（内訳）   

親会社株主に係る包括利益 － 131

少数株主に係る包括利益 － 7
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（３）連結株主資本等変動計算書 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成21年６月１日 
 至 平成22年５月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成22年６月１日 
 至 平成23年５月31日) 

株主資本   

資本金   

前期末残高 13,500 13,500

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 13,500 13,500

資本剰余金   

前期末残高 10,823 10,823

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 10,823 10,823

利益剰余金   

前期末残高 58,278 55,235

当期変動額   

剰余金の配当 △688 △918

当期純利益 1,001 1,320

自己株式の消却 △3,354 －

その他 0 －

当期変動額合計 △3,042 401

当期末残高 55,235 55,637

自己株式   

前期末残高 △6,685 △3,333

当期変動額   

自己株式の取得 △1 △1,133

自己株式の消却 3,354 －

当期変動額合計 3,352 △1,133

当期末残高 △3,333 △4,466

株主資本合計   

前期末残高 75,915 76,225

当期変動額   

剰余金の配当 △688 △918

当期純利益 1,001 1,320

自己株式の取得 △1 △1,133

その他 0 －

当期変動額合計 310 △731

当期末残高 76,225 75,494
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成21年６月１日 
 至 平成22年５月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成22年６月１日 
 至 平成23年５月31日) 

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金   

前期末残高 167 151

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △16 △79

当期変動額合計 △16 △79

当期末残高 151 71

為替換算調整勘定   

前期末残高 △3,770 △3,232

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 538 △1,109

当期変動額合計 538 △1,109

当期末残高 △3,232 △4,341

その他の包括利益累計額合計   

前期末残高 △3,603 △3,081

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 521 △1,188

当期変動額合計 521 △1,188

当期末残高 △3,081 △4,270

少数株主持分   

前期末残高 87 91

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 4 5

当期変動額合計 4 5

当期末残高 91 97

純資産合計   

前期末残高 72,399 73,236

当期変動額   

剰余金の配当 △688 △918

当期純利益 1,001 1,320

自己株式の取得 △1 △1,133

その他 0 0

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 526 △1,183

当期変動額合計 836 △1,914

当期末残高 73,236 71,321
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成21年６月１日 
 至 平成22年５月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成22年６月１日 
 至 平成23年５月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前当期純利益 1,729 2,026

減価償却費 1,946 1,889

負ののれん償却額 △6 △1

貸倒引当金の増減額（△は減少） △78 58

受取利息及び受取配当金 △360 △342

支払利息 76 72

為替差損益（△は益） 167 76

減損損失 94 550

投資有価証券評価損益（△は益） 333 767

投資有価証券売却損益（△は益） △417 △181

投資有価証券運用損益（△は益） △19 －

投資有価証券償還損益（△は益） － △82

売上債権の増減額（△は増加） 9 △276

たな卸資産の増減額（△は増加） 68 △1,222

仕入債務の増減額（△は減少） △437 745

未払金の増減額（△は減少） 76 △506

その他 △31 132

小計 3,150 3,706

利息及び配当金の受取額 361 343

利息の支払額 △74 △86

法人税等の還付額 170 106

法人税等の支払額 △409 △501

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,199 3,567

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △1,850 △1,829

定期預金の払戻による収入 1,792 1,185

有価証券の取得による支出 △300 －

有価証券の売却による収入 41 －

有形固定資産の取得による支出 △1,625 △1,520

有形固定資産の売却による収入 264 233

無形固定資産の取得による支出 △89 △41

有価証券の償還による収入 718 330

投資有価証券の取得による支出 △151 △245

投資有価証券の売却による収入 755 1,215

投資有価証券の償還による収入 50 200

保険積立金の払戻による収入 397 55

その他 △107 △58

投資活動によるキャッシュ・フロー △103 △476
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成21年６月１日 
 至 平成22年５月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成22年６月１日 
 至 平成23年５月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △1,632 △516

長期借入れによる収入 977 8

自己株式の取得による支出 △1 △1,133

配当金の支払額 △691 △920

その他 △97 △93

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,445 △2,655

現金及び現金同等物に係る換算差額 139 △228

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,789 207

現金及び現金同等物の期首残高 5,304 7,093

現金及び現金同等物の期末残高 7,093 7,300
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該当事項はありません。  

  

  

(5)継続企業の前提に関する注記

(6)連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項

前連結会計年度 
（自 平成21年６月１日 

  至 平成22年５月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成22年６月１日 
至 平成23年５月31日） 

１．連結の範囲に関する事項 

(1）連結子会社数   41社 

１．連結の範囲に関する事項 

(1）連結子会社数   39社 

(2）連結子会社名 

    連結子会社名は、「２. 企業集団の状況」に記載の

とおりであります。 

(2）連結子会社名 

――――――――― 

(3）連結の範囲を変更した理由 

    当連結会計年度において、Bayview Ridge 

Properties, LLC、Sakata America Holding 

Company Inc.とSakata Mexico S.A.の３社 を新た

に設立したため、連結の範囲に含めております。ま

たSakata Ornamentals Chile LTDAは、Sakata Seed 

Chile S.A.に吸収合併され消滅したため、連結の範

囲から除外しております。 

(3）連結の範囲を変更した理由 

    当連結会計年度において、Grupo Sakata Seed  

  de Mexico,S.A.de C.V. を新たに設立したため、連

結の範囲に含めております。またFPA Ejendomme 

A/Sは、Sakata Ornamentals Europe A/Sに吸収合併

され消滅し、Sakata Ornamentals UK Ltd.とSakata 

Seed Oceania Pty Ltd.は解散したため、連結の範

囲から除外しております。 

(4）非連結子会社の主要会社名等 

該当事項はありません。 

(4）非連結子会社の主要会社名等 

同左 

２．持分法の適用に関する事項 

(1）持分法適用会社数  ０社 

２．持分法の適用に関する事項 

(1）持分法適用会社数  同左 

(2）持分法非適用会社の主要会社名 

関連会社 

Sakata Polska Sp.z o.o. 

(2）持分法非適用会社の主要会社名 

関連会社 

同左 

(3）持分法を適用しない理由 

持分法非適用会社は、当期純利益及び利益剰余金等

に及ぼす影響は軽微であり、かつ全体としても重要

性が無いため、持分法を適用しておりません。 

(3）持分法を適用しない理由 

同左 

３．連結子会社の事業年度等に関する事項 

連結子会社の決算日は、Sakata Seed Sudamerica  

Ltda.、Sakata Seed Chile S.A.及び坂田種苗（蘇

州）有限公司が12月末日、西尾植物株式会社が２月末

日、Sakata Seed America, Inc.及びSakata 

Ornamentals Europe A/S他26社が３月末日、その他の

子会社は当社と同一であります。 

連結財務諸表の作成に当たっては、連結決算日との差

が３ヶ月を超える３社については、３月末日で仮決算

を行い、その他の子会社については、それぞれの決算

日の財務諸表を使用しております。連結決算日との間

に生じた重要な取引については、連結上必要な調整を

行っております。 

３．連結子会社の事業年度等に関する事項 

連結子会社の決算日は、Sakata Seed Sudamerica  

Ltda.、Sakata Seed Chile S.A.及び坂田種苗（蘇

州）有限公司が12月末日、西尾植物株式会社が２月末

日、Sakata Seed America, Inc.及びSakata 

Ornamentals Europe A/S他24社が３月末日、その他の

子会社は当社と同一であります。 

連結財務諸表の作成に当たっては、連結決算日との差

が３ヶ月を超える３社については、３月末日で仮決算

を行い、その他の子会社については、それぞれの決算

日の財務諸表を使用しております。連結決算日との間

に生じた重要な取引については、連結上必要な調整を

行っております。 

株式会社サカタのタネ（1377）　平成23年5月期決算短信

－16－



前連結会計年度 
（自 平成21年６月１日 

  至 平成22年５月31日）  

当連結会計年度 
（自 平成22年６月１日 
至 平成23年５月31日）  

４．会計処理基準に関する事項 

(1）重要な資産の評価基準及び評価方法 

① 有価証券 

その他有価証券 

時価のあるもの 

連結会計年度末の市場価格等に基づく時価法

を採用しております。（評価差額は全部純資

産直入法により処理し、売却原価は主として

移動平均法により算定しております。） 

４．会計処理基準に関する事項 

(1）重要な資産の評価基準及び評価方法 

① 有価証券 

その他有価証券 

時価のあるもの 

同左 

時価のないもの 

主として移動平均法による原価法を採用して

おります。 

時価のないもの 

同左 

② デリバティブ 

時価法を採用しております。 

② デリバティブ 

同左 

③ たな卸資産 

主として総平均法による原価法（貸借対照表価額

は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により

算定）を採用しております。 

③ たな卸資産 

同左 

(2）重要な減価償却資産の減価償却の方法 

有形固定資産（リース資産を除く） 

 定率法を採用しております。 

 ただし、平成10年４月１日以降に取得した建物

（建物付属設備を除く）については、定額法を採

用しております。 

 なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。

(2）重要な減価償却資産の減価償却の方法 

有形固定資産（リース資産を除く） 

同左 

建物及び構築物          ２～50年 

機械装置及び運搬具        ２～15年 

その他              ２～20年 

  

無形固定資産（リース資産を除く） 

定額法を採用しております。 

なお、自社利用のソフトウェアについては、社内

における利用可能期間（５年）に基づく定額法に

よっております。 

無形固定資産（リース資産を除く） 

同左  

  

リース資産 

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係る 

リース資産 

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする

定額法を採用しております。 

なお、所有権移転外ファイナンス・リース取引の

うち、リース取引開始日が平成20年３月31日以前

のリース取引については、通常の賃貸借取引に係

る方法に準じた会計処理によっております。  

  

  

リース資産 

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係る 

リース資産 

同左  
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前連結会計年度 
（自 平成21年６月１日 

  至 平成22年５月31日）  

当連結会計年度 
（自 平成22年６月１日 
至 平成23年５月31日）  

(3）重要な引当金の計上基準 

① 貸倒引当金 

売上債権等の貸倒れによる損失に備えるため、主

として一般債権については貸倒実績率に基づき、

貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収

可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しており

ます。 

(3）重要な引当金の計上基準 

① 貸倒引当金 

同左  

② 役員賞与引当金 

当社及び国内連結子会社の一部については、役

員に対する賞与の支払に備えて、役員賞与支給

見込額のうち当連結会計年度負担額を計上して

おります。 

② 役員賞与引当金 

同左 

③ 退職給付引当金 

従業員の退職給付に備えるため、主として当連結

会計年度末における退職給付債務及び年金資産の

見込額に基づき計上しております。 

過去勤務債務については、その発生時の従業員の

平均残存勤務期間以内の一定の年数（10年）によ

る按分額を費用処理しております。 

数理計算上の差異は、各連結会計年度の発生時に

おける従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年

数（10年）による定額法により按分した額を、そ

れぞれ発生の翌連結会計年度から費用処理するこ

ととしております。 

③ 退職給付引当金 

同左 

（会計方針の変更） 

 当連結会計年度より、「「退職給付に係る会計基

準」の一部改正（その３）」（企業会計基準第19号 

平成20年７月31日）を適用しております。 

 これによる営業利益、経常利益及び税金等調整前当

期純利益に与える影響はありません。 

 なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に

記載しております。   

――――――――――― 
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前連結会計年度 
（自 平成21年６月１日 

  至 平成22年５月31日）  

当連結会計年度 
（自 平成22年６月１日 
至 平成23年５月31日）  

④ 役員退職慰労引当金 

主として役員の退職慰労金の支給に備えるため、

退職慰労金支給に関する内規に基づく連結会計年

度末要支給額を計上しております。 

④ 役員退職慰労引当金 

同左 

(4）重要な収益及び費用の計上基準 

完成工事高及び完成工事原価の計上基準 

イ．当連結会計年度末までの進捗部分について成果

  の確実性が認められる工事 

工事進行基準  

ロ．その他の工事 

  工事完成基準 

  

（会計方針の変更） 

 請負工事に係る収益の計上基準については、従

来、工事完成基準を適用しておりましたが、当連結

会計年度より「工事契約に関する会計基準」（企業

会計基準第15号 平成19年12月27日）及び「工事契

約に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適

用指針第18号 平成19年12月27日）が適用されたこ

とに伴い、当連結会計年度に着手した工事契約か

ら、当連結会計年度末までの進捗部分について成果

の確実性が認められる工事については工事進行基準

を、その他の工事については工事完成基準を適用し

ております。 

 当連結会計年度においては、工事進行基準に該当

する工事契約はなく、すべての工事について工事完

成基準を適用しております。これによる損益に与え

る影響はありません。  

 なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所

に記載しております。 

(4）重要な収益及び費用の計上基準 

同左 

  

  

  

  

  

  

――――――――――― 

(5)重要なヘッジ会計の方法 

 イ．ヘッジ会計の方法 

  金利スワップについて特例処理の条件を充たしてい

る場合には特例処理を採用しております。 

 ロ．ヘッジ手段とヘッジ対象 

  当連結会計年度にヘッジ会計を適用したヘッジ対象

とヘッジ手段は以下のとおりであります。 

   ヘッジ手段…金利スワップ 

   ヘッジ対象…借入金  

 ハ．ヘッジ方針 

  主に当社の内規である「デリバティブ取引管理規

程」に基づき、金利変動リスク、為替変動リスク

をヘッジしております。 

 ニ．ヘッジ有効性評価の方法 

  特例処理によっている金利スワップについては、

有効性の評価を省略しております。   

(5)重要なヘッジ会計の方法 

同左 

(6）消費税等の会計処理方法 

消費税等の会計処理については、主として税抜方式

を採用しております。 

(6）消費税等の会計処理方法 

同左 
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前連結会計年度 
（自 平成21年６月１日 

  至 平成22年５月31日）  

当連結会計年度 
（自 平成22年６月１日 
至 平成23年５月31日）  

５．連結子会社の資産及び負債の評価に関する事項 

連結子会社の資産及び負債の評価については、全面時

価評価法を採用しております。 

５．連結子会社の資産及び負債の評価に関する事項 

――――――――――― 

６．のれん及び負ののれんの償却に関する事項 

   のれん及び負ののれんの償却については、５年間の定

額法により償却を行っております。 

６．のれん及び負ののれんの償却に関する事項 

同左 

７．連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲 

連結キャッシュ・フロー計算書における資金（現金及

び現金同等物）は、手許現金、随時引き出し可能な預

金及び容易に換金可能であり、かつ、価値の変動につ

いて僅少なリスクしか負わない取得日から３ヶ月以内

に償還期限の到来する短期投資からなっております。

７．連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲 

同左 

(7)連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更

前連結会計年度 
（自 平成21年６月１日 
至 平成22年５月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成22年６月１日 
至 平成23年５月31日）  

―――――――――― （資産除去債務に関する会計基準の適用） 

 当連結会計年度より、「資産除去債務に関する会計基

準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）及び

「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会

計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用して

おります。 

 これにより、営業利益及び経常利益は３百万円減少

し、税金等調整前当期純利益は34百万円減少しておりま

す。  

(8)表示方法の変更

前連結会計年度 
（自 平成21年６月１日 
至 平成22年５月31日）  

当連結会計年度 
（自 平成22年６月１日 
至 平成23年５月31日）  

―――――――――― （連結損益計算書関係）  

 当連結会計年度より、「連結財務諸表に関する会計基

準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づ

き、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則

等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣

府令第５号）を適用し、「少数株主損益調整前当期純利

益」の科目で表示しております。 
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当連結会計年度（自 平成22年６月１日 至 平成23年５月31日） 

 ※１ 当連結会計年度の直前連結会計年度における包括利益 

  

 ※２ 当連結会計年度の直前連結会計年度におけるその他の包括利益 

  

(9)追加情報

前連結会計年度 
（自 平成21年６月１日 
至 平成22年５月31日）  

当連結会計年度 
（自 平成22年６月１日 
至 平成23年５月31日）  

―――――――――― （包括利益の表示に関する会計基準の適用）  

 当連結会計年度より、「包括利益の表示に関する会計基

準」（企業会計基準第25号 平成22年６月30日）を適用し

ております。ただし、「その他の包括利益累計額」及び

「その他の包括利益累計額合計」の前連結会計年度の金額

は、「評価・換算差額等」及び「評価・換算差額等合計」

の金額を記載しております。 

(10)連結財務諸表に関する注記事項

（連結包括利益計算書関係）

 親会社株主に係る包括利益 1,522百万円

  少数株主に係る包括利益 9百万円

 計  1,532百万円

 その他有価証券評価差額金 △16百万円

  為替換算調整勘定 537百万円

 計  521百万円
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前連結会計年度(自 平成21年６月１日 至 平成22年５月31日) 

（注）１．事業区分の方法及び各事業の内容 

当社グループの事業区分の方法は、内部管理上採用している区分によっております。 

また、これら事業区分の内容は次のとおりであります。 

２．営業費用のうち、消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用の金額は、前連結会計年度4,751百万円、当

連結会計年度4,861百万円であります。その主なものは、親会社の研究部門及び親会社本社の管理部門に係る

費用等であります。 

３．資産のうち、消去又は全社の項目に含めた全社資産の金額は、前連結会計年度34,770百万円、当連結会計年度

33,393百万円であります。その主なものは、親会社の運用資金（現金及び有価証券）、長期投資資金（投資有

価証券）及び親会社での研究部門及び管理部門に係る資産等であります。 

（セグメント情報等）

【事業の種類別セグメント情報】

  
卸売事業

（百万円） 
小売事業
（百万円） 

その他事業
（百万円） 

計
（百万円） 

消去又は全社 
（百万円） 

連結
（百万円） 

Ⅰ 売上高及び営業損益             

売上高             

(1）外部顧客に対する売上高 33,022 12,813 681 46,518  ― 46,518

(2）セグメント間の内部売上高又は振替

高 
202 3 139 345  △345 ―

計 33,225 12,817 821 46,863  △345 46,518

営業費用 26,344 13,205 778 40,329  4,513 44,842

営業利益又は営業損失（△） 6,880 △388 42 6,534  △4,859 1,675

Ⅱ 資産、減価償却費、減損損失及び資本

的支出 
            

資産 46,126 5,959 296 52,382  33,358 85,740

減価償却費 1,032 145 1 1,180  765 1,946

減損損失 25 － － 25  69 94

資本的支出 1,499 118 － 1,617  196 1,813

事業区分 事業の内容 

卸売事業 
種苗会社・生産者への園芸商材（野菜種子・花種子・球

根・苗木・農園芸資材）の卸売 

小売事業 

ホームセンター・通信販売・直営園芸店を通じた園芸愛

好家への園芸商材（野菜種子・花種子・球根・苗木・農

園芸資材）の販売 

その他事業 造園工事・その他 
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４．会計方針の変更及び追加情報 

（前連結会計年度） 

「退職給付に係る会計基準」の一部改正（その３） 

「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」４.（3）に記載のとおり、当連結会計年度より「「退職

給付に係る会計基準」の一部改正（その３）」（企業会計基準第19号 平成20年７月31日）を適用しておりま

す。この変更に伴うセグメント情報に与える影響はありません。 
  
工事契約に関する会計基準 

「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」４.（4）に記載のとおり、当連結会計年度より「工事契

約に関する会計基準」（企業会計基準第15号 平成19年12月27日）及び「工事契約に関する会計基準の適用指

針」（企業会計基準適用指針第18号 平成19年12月27日）が適用されたことに伴い、当連結会計年度に着手し

た工事契約から、当連結会計年度末までの進捗部分について成果の確実性が認められる工事については工事進

行基準を、その他の工事については工事完成基準を適用しております。この変更に伴うセグメント情報に与え

る影響はありません。 

  

株式会社サカタのタネ（1377）　平成23年5月期決算短信

－23－



前連結会計年度(自 平成21年６月１日 至 平成22年５月31日) 

（注）１．地域は、地理的近接度及び事業活動の相互関連性等を考慮して区分しております。 

日本以外の区分に属する主な地域の内訳は次のとおりであります。 

(1）北米……………アメリカ合衆国、メキシコ合衆国ほか 

(2）欧州……………オランダ王国、フランス共和国、英国、スペイン王国、デンマーク王国ほか 

(3）その他地域……………タイ王国、ブラジル連邦共和国、チリ共和国、南アフリカ共和国、大韓民国ほか

２．営業費用のうち、消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用の金額は、前連結会計年度4,751百万円、当

連結会計年度4,861百万円であります。その主なものは、親会社の研究開発部門及び親会社本社の管理部門に

係る費用等であります。 

３．資産のうち、消去又は全社の項目に含めた全社資産の金額は、前連結会計年度34,770百万円、当連結会計年度

33,393百万円であります。その主なものは、親会社の運用資金（現金及び有価証券）、長期投資資金（投資有

価証券）及び親会社での研究部門及び管理部門に係る資産等であります。 

４．会計方針の変更及び追加情報 

（前連結会計年度） 

「退職給付に係る会計基準」の一部改正（その３） 

「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」４.（3）に記載のとおり、当連結会計年度より「「退職

給付に係る会計基準」の一部改正（その３）」（企業会計基準第19号 平成20年７月31日）を適用しておりま

す。この変更に伴うセグメント情報に与える影響はありません。 
  
工事契約に関する会計基準 

「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」４.（4）に記載のとおり、当連結会計年度より「工事契

約に関する会計基準」（企業会計基準第15号 平成19年12月27日）及び「工事契約に関する会計基準の適用指

針」（企業会計基準適用指針第18号 平成19年12月27日）が適用されたことに伴い、当連結会計年度に着手し

た工事契約から、当連結会計年度末までの進捗部分について成果の確実性が認められる工事については工事進

行基準を、その他の工事については工事完成基準を適用しております。この変更に伴うセグメント情報に与え

る影響はありません。 

  

【所在地別セグメント情報】

  
日本 

（百万円）
北米

（百万円）
欧州

（百万円）
その他地域
（百万円）

計 
（百万円） 

消去又は全社 
（百万円） 

連結
（百万円）

Ⅰ 売上高及び営業損益               

売上高               

(1）外部顧客に対する売上高 30,805 5,307 5,656 4,748  46,518  ― 46,518

(2）セグメント間の内部売上高又は振替高 2,544 1,871 808 1,827  7,051  △7,051 ―

計 33,349 7,179 6,464 6,576  53,569  △7,051 46,518

営業費用 27,284 7,412 6,192 6,287  47,176  △2,333 44,842

営業利益又は営業損失（△） 6,065 △232 272 288  6,392  △4,717 1,675

Ⅱ 資産 45,891 9,267 8,400 8,923  72,482  13,257 85,740
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（注）１．地域は、地理的近接度により区分しております。 

  各区分に属する主な地域の内訳は次のとおりであります。 

(1）北米……………アメリカ合衆国、メキシコ合衆国ほか 

(2）欧州……………オランダ王国、フランス共和国、英国、スペイン王国、デンマーク王国ほか 

(3）その他地域……タイ王国、ブラジル連邦共和国、チリ共和国、南アフリカ共和国、大韓民国ほか 

２．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

【海外売上高】

    北米 欧州 その他地域 計

前連結会計年度 

（自 平成21年６月１日 

至 平成22年５月31日） 

Ⅰ 海外売上高（百万円）  5,321  5,656  6,432  17,409

Ⅱ 連結売上高（百万円）  ―  ―  ―  46,518

Ⅲ 海外売上高の連結売上高に

占める割合（％） 
 11.4  12.2  13.8  37.4
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  （セグメント情報） 

  a.セグメント情報 

  

１．報告セグメントの概要 

 当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資源の

配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

 当社は、主として事業の業態を基礎としたセグメントから構成されており、卸売事業については、さらに国内と海

外に区分し、「国内卸売事業」、「海外卸売事業」及び「小売事業」の３つの報告セグメントとしております。 

 各報告セグメントの事業の内容は、以下のとおりです。   

 「国内卸売事業」は、野菜種子、花種子、球根、苗木及び農園芸資材等を生産もしくは仕入れ、国内の種苗会社等

へ卸販売を行っております。  

 「海外卸売事業」は、本社及び海外に所在する現地法人が、野菜種子、花種子、球根、苗木及び農園芸資材等を生

産もしくは仕入れ、海外の種苗会社等へ卸販売を行っております。   

 「小売事業」は、一般園芸愛好家を対象とした商品を仕入れ、ホームセンター向けに販売しているほか、通信販売

及び直営園芸店での販売を行っております。  

  

２.報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、その他の項目の金額の算定方法 

 報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」におけ

る記載と概ね同一であります。事業セグメントの利益は営業利益をベースとした数値であります。 

 セグメント間の内部収益及び振替高は市場実勢価格に基づいております。 

  

前連結会計年度（自 平成21年６月１日 至 平成22年５月31日）                             (単位：百万円) 

  

（注）１.「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、官公庁・民間向けの造園工事の施

工、保険代理店業務、人材派遣業であります。 

   ２. 調整額は、以下のとおりであります。  

(1)セグメント利益又は損失（△）の調整額△6,784百万円は、セグメント間取引消去２百万円、たな卸資産の

調整額20百万円、各報告セグメントに配分していない全社費用△6,808百万円が含まれております。全社

費用は、主に報告セグメントに帰属しない親会社の研究部門及び親会社本社の管理部門に係る費用等であ

ります。 

(2)セグメント資産の調整額35,576百万円は、全社資産であります。 

(3)減価償却費の調整額910百万円は、全社資産に係る減価償却費であります。 

(4)有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額190百万円は、全社資産に係る有形固定資産及び無形固定

資産の取得額であります。 

   ３. セグメント利益又は損失（△）は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

  報告セグメント 
その他 

（注）１ 
合計 

調整額

（注）２ 

連結財務諸

表計上額

（注）３ 
  

国内卸売 

事業 

海外卸売 

事業  
小売事業 計 

売上高    

外部顧客に対する売上高  15,610 17,412 12,813 45,836 681  46,518  － 46,518

セグメント間の内部売上高又は振替

高  
 494 1,616 3 2,114 139  2,254  △2,254 －

計  16,104 19,029 12,817 47,951 821  48,772  △2,254 46,518

セグメント利益又は損失（△）  6,290 2,303 △179  8,414 45  8,460  △6,784 1,675

セグメント資産  18,082 25,762 6,022  49,867 297  50,164  35,576 85,740

その他の項目    

 減価償却費  221 667 145  1,034 0  1,035  910 1,946

 有形固定資産及び 

 無形固定資産の増加額  
 135 1,363 118  1,617 －  1,617  190 1,808
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当連結会計年度（自 平成22年６月１日 至 平成23年５月31日）                             (単位：百万円) 

  

（注）１.「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、官公庁・民間向けの造園工事の施

工、保険代理店業務、人材派遣業であります。 

   ２. 調整額は、以下のとおりであります。  

(1)セグメント利益又は損失（△）の調整額△6,712百万円は、セグメント間取引消去20百万円、たな卸資産の

調整額30百万円、各報告セグメントに配分していない全社費用△6,763百万円が含まれております。全社

費用は、主に報告セグメントに帰属しない親会社の研究部門及び親会社本社の管理部門に係る費用等であ

ります。 

(2)セグメント資産の調整額32,416百万円は、全社資産であります。 

(3)減価償却費の調整額870百万円は、全社資産に係る減価償却費であります。 

(4)有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額250百万円は、全社資産に係る有形固定資産及び無形固定

資産の取得額であります。  

   ３. セグメント利益又は損失（△）は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

    

  報告セグメント 
その他 

（注）１ 
合計 

調整額

（注）２ 

連結財務諸

表計上額

（注）３ 
  

国内卸売 

事業 

海外卸売 

事業  
小売事業 計 

売上高    

外部顧客に対する売上高  15,860 18,773 12,044 46,678 487  47,165  － 47,165

セグメント間の内部売上高又は振替

高  
 487 1,618 1 2,107 132  2,240  △2,240 －

計  16,347 20,392 12,045 48,786 620  49,406  △2,240 47,165

セグメント利益又は損失（△）  6,137 4,117 △304  9,951 △6  9,945  △6,712 3,233

セグメント資産  17,954 27,244 5,398  50,597 318  50,915  32,416 83,332

その他の項目    

 減価償却費  198 664 155  1,017 0  1,018  870 1,889

 有形固定資産及び 

 無形固定資産の増加額  
 154 1,196 62  1,412 －  1,412  250 1,663
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 当連結会計年度（自 平成22年６月１日 至 平成23年５月31日） 

１．製品及びサービスごとの情報 

（単位：百万円）

  

２．地域ごとの情報 

  (1)売上高 

 （単位：百万円）

  （注）売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。 

  

  (2)有形固定資産 

 （単位：百万円）

    

  

  c．報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報 

  当連結会計年度（自 平成22年６月１日 至 平成23年５月31日） 

  （単位：百万円）

  

   

  ｄ．報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報 

  当連結会計年度（自 平成22年６月１日 至 平成23年５月31日) 

（単位：百万円）

  

  なお、平成22年４月１日前に行われた企業結合等により発生した負ののれんの償却額及び未償却残高は、以下のとお

りであります。 

  （単位：百万円）

  

（追加情報） 

当連結会計年度より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年3月27日) 

及び、「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用方針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20年3月21

日）を適用しております。  

b.関連情報

  種苗 資材 その他 合計 

外部顧客への売上高  35,405  9,850  1,909 47,165 

日本 北米 欧州 その他 合計 

 28,335  5,461 5,679 7,689  47,165 

日本 北米 欧州 その他 合計 

 19,845 3,298  1,096 2,150  26,390 

  

  
国内卸売事業 海外卸売事業 小売事業 その他事業 計 全社・消去 合計 

 減損損失  0  0 500 － 501  49 550 

  

  
国内卸売事業 海外卸売事業 小売事業 その他事業 計 全社・消去 合計 

 当期償却額  －  0 － － 0 － 0

 当期末残高  －  0 － － 0  － 0

  

  
国内卸売事業 海外卸売事業 小売事業 その他事業 計 全社・消去 合計 

 当期償却額  0  0 － － 1 － 1

 当期末残高  1  2 － － 4  － 4
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 （注） １株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

（１株当たり情報）

前連結会計年度 
（自 平成21年６月１日 
至 平成22年５月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成22年６月１日 
至 平成23年５月31日） 

１株当たり純資産額 1,592.64円 

１株当たり当期純利益 21.80円 

１株当たり純資産額 1,582.42円 

１株当たり当期純利益 28.90円 

なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益について

は、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。 

なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益について

は、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。 

  
前連結会計年度

(自 平成21年６月１日 
至 平成22年５月31日) 

当連結会計年度
(自 平成22年６月１日 
至 平成23年５月31日) 

１株当たり当期純利益金額      

当期純利益（百万円）  1,001  1,320

普通株主に帰属しない金額（百万円）  －  －

普通株式に係る当期純利益（百万円）  1,001  1,320

期中平均株式数（千株）  45,927  45,679

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり当期純利益の算定に含めなかった潜在株式の概

要 

－ － 
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